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本年度、福祉作文コンクールにおいて、昨年度に引き続き本校６年川畠蓮生さんの作文が

大賞に選ばれました。そして、１２月４日の記念行事「ともに考える市民のつどい」におい

て、表彰、作文発表が行われました。保護者・地域のみなさまに大賞の作文をご紹介いたし

ます。

「千分の一のプレゼント」

赤穂市立御崎小学校 ６年 川畠 蓮生

みなさんはダウン症について知っていますか。

ぼくには七才の小学二年生の妹がいて、その妹にはダウン症があります。七年前、ぼくは

お兄ちゃんになりました。妹が生まれた日の事を思い出すと、自分がお兄ちゃんになったと

言ううれしさと自覚を感じました。ただ、お父さんが、「耳が小さい、耳が低い位置にある

なぁ。」とつぶやいていた記憶があります。

入院から二、三日経ったころ、妹とお母さんに会いに行くと、なぜかお母さんがずっと泣

いていました。ぼくは当時幼稚園児で幼いながら何かあったのだろうと思いました。

その後、妹は検査で、ダウン症と正式に診断されました。

ダウン症とは健常児とはちがって、とてもゆっくりと成長していくもので、また知的なお

くれもともないます。それだけではなく、心臓に穴があいていたり、耳が聞こえにくかった

り白血病になったりと数々の身体的な病気を合併する障がいのことです。

二十一トリソミーとも別名言われています。染色体の異常で、健常者はふつうは二十一番

目の染色体が二本のところ、妹の場合は一本多かった事が原因でダウン症になりました。

お母さんは妹の障がいのことをうけとめられず、ずっとふとんの中で泣いていましたが、

妹が一才になったころ、救急車で遠い病院まで運ばれ、命のきけんがありました。一命はと

りとめましたが、その後も妹は何度も入退院をくり返し、はなればなれの生活をしていまし

た。妹は、大きな病院で大きな手術を小さな体でのりこえてきました。

お母さんから聞いた話ですが、染色体異常の赤ちゃんは、おなかの中で生きられず、十人

のうち九人の赤ちゃんはおなかのなかで死んでしまいます。それを聞いたぼくは「とてもと

ても強い命なんだなぁ。」と思い妹をそんけいしています。
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いろんな困難を乗りこえて、妹は今元気に、特別支援学校に通っています。妹はずっとニ

コニコしているし、毎日を楽しく生きていて、とても羨ましく感じます。まわりの空気を読

むのが得意で、例えばぼくが元気がなさそうにしていると、妹がぼくの顔を覗き込み「大丈

夫」と言って頭を撫でてくれます。あとはとにかくかわいいです。一緒にいてとにかくいや

されます。妹は、ぼくにないいいところがたくさんあります。妹がいない生活なんて考えら

れません。成長はかなりゆっくりですが、練習や訓練をくり返すことで、できるようになる

事もたくさんあります。意外に、人が言っている事をよく分かっているので、妹のプライド

をきずつける事は注意が必要です。

障がいを持つ妹と外出すると、他人からの視線をあびる事もありますが、ぼくはまったく

気になりません。なぜなら、妹はとてもかわいい家族だからです。妹のしゃべる言葉ははっ

きり聞きとりにくい方が多いのですが、ぼくは妹が言っている言葉はほとんど理解できま

す。

あれだけ泣いていたお母さんは笑っています。妹はとてもひょうきんでおもしろい事をし

て家族を笑わせています。

お母さんは今、医療の専門学校で将来リハビリの先生を目指す学生さんに向けて授業する

先生をしています。その中で、ダウン症の事についても学生さんに伝えています。学生さん

たちもダウン症の人に出会った事が少ないのであまり分からない事も多いと言っていたよう

です。ダウン症について学生さんたちに伝えるお母さんは、とても生き生きして見えまし

た。

ダウン症の子は千分の一の確率で生まれると言われて、千分の一を引き当てたぼくたち家

族はラッキーだと思っています。

障がいがあることは大変な事も確かに多いですが、けっして不幸ではないと思います。

妹がいたからこそ、命の大切さや健康のありがたみを学ぶ事ができました。

ダウン症の人の平均寿命は短く、四十才くらいで亡くなると言われています。短い人生で

すが、ぼくも妹とたくさんの思い出を作っていきたいです。

ダウン症という名前には、イメージが悪いように聞こえますが、ぼくの妹に会うとまった

くイメージが逆になるとぼくは思います。

まずはダウン症を知ってください。そこから障がい者への理解ができると思います。知ろ

うとする心が大切です。

一本多い染色体にはたくさんのやさしさがつまっていると思います。

妹へ、ぼくの家族になってくれてありがとう。

※「あこう社協だより１２月号」にも、掲載されています。


